
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 第 4 回加古川流域委員会審議内容の報告 
加古川流域委員会庶務より、前回の第 4 回加古川流域委員

会審議内容の確認が行われました。概要を以下にまとめま
す。 
 
・今後、20～30 年間で整備する河川整備の内容を検討して

いく上で目標とすべき三つの洪水の選び方で、基本的に一
番大きな洪水を選んでいることから、洪水選定の考え方と
しては妥当であることが確認されました。 

・整備の具体策として、例えば、三つの洪水の中で最も規模
の大きい平成 16 年 10 月洪水を対象にすると、河口干潟
や闘竜灘などへの環境上の影響が懸念されるため、今後の
具体的な対策検討の重要性が確認されました。 
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第 5 回 加古川流域委員会を開催しました 

このニュースレターは加古川流域委員会の審議内容について、流域の皆様に発信するために、加古川流域委員

会が発行しています。加古川流域委員会の内容はホームページでもご覧になれます。 

●委員会の概要 

加古川の河川整備計画に反映させる河川整備の内容について、生物の生息･生育環境、河川景観、具体的な対策の考え方につ

いて審議を行いました。 

平成 20 年 12 月 18 日に委員 14 名の参加を得て実施しました。 

▲加古川河口の干潟

●今後の加古川流域委員会を 

2 月 18 日（水）午後、3 月 25 日(木)午前  

に開催予定です。 

～今後の委員会スケジュール～ 

① 河川管理者挨拶 
河川管理者より、「整備の中身について、しっかり議論を行

い、さらにいろいろな意見をいただきたい」との挨拶が述べ
られました。 

③ 質問に対する回答 
第 4 回委員会での質問事項への回答が、河川管理者より行

われました。概要を以下にまとめます。 
 
・環境課題の整理（中州・ヤナギ）のご質問については、中

州は加古川堰堤下流および加古川大堰下流に形成されて
います。中州にはヨシ群落やツルヨシ群落などがあり、鳥
類、底生動物などの生物が生育・生息しています。ヤナギ
は上流から下流まで全川にわたって生えており、サギ類な
どの営巣やねぐらなどに利用されています。また樹林化が
進行している場所もあります。 

・選定洪水の時間分布のご質問については、前回の委員会で
お示しした被害の大きい洪水の中に、長い時間に降り続く
だらだら型降雨を踏まえており、比較しても、平成 16 年
10 月洪水の流量が最大であるため、選定洪水の時間分布
についても考慮できていると考えています。 

・河口部掘削の効果のご質問については、河口付近では、洪
水時には上から流れてくる水の量が大きくなって流速が
速くなり、海水を押し出して流れていきます。このため、
洪水を流すための川の断面積を増やすことで、多くの流量
を流すことができると考えます。 

④ 河川整備の内容について 
河川管理者より、平成 16 年の洪水を安全に流すための河

川整備の内容について説明が行われました。概要を以下にま
とめます。 

 
・生物の生息･生育環境、河川景観について、前回の委員会

資料に中州とヤナギを追加して再整理しました。 
・干潟については、潮が引いた時に陸地になる箇所、ヨシが

生えている箇所（地下茎もふくめて）と考えています。掘
削箇所についてはこの干潟を改変することなく、みお筋部
分を掘削することを考えています。この際、一度に掘削す
るのではなく、徐々に深く掘っていき、モニタリングを実
施しながら順応的に工事を実施します。 

・干潟の少し上流部のところにある水際植生、中州について
は、橋梁などの横断工作物に配慮し、河川公園として河川
敷が利用されていない高水敷を最低限必要な幅を確保し
て掘削します。これでも流下能力が不足する場合には若干
中州を掘削します。さらに上流の中州で高水敷のないとこ
ろでは、ある程度低水路を大幅に改変しないといけないと
ころも出てくると考えています。低水路を掘削する場合、
魚類の生育・生息場を保全できるように、普段水が流れて
いる部分（平水位と言います）より高い所を掘削します。
また、緩やかな勾配をつけて掘削することにより、多様な
水際環境が期待できるのではないかと考えられます。この
際、モニタリングを実施しながら順応的に工事を実施しま
す。 

・甌穴の存在するところについては甌穴を保全した河床掘削
を実施します。 

・闘竜灘については、闘竜灘の露岩部を保全して、その脇の
高水敷部分を掘削することで平成１６年の洪水について
は安全に流すことができると考えています。 

・古新堰堤、加古川堰堤、河合頭首工については老朽化が進
んでいます。 



 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 

＊駐車場に限りがございますので、会場へは公共交通機関のご利用をお願いします。 

＊豪雨や地震などの影響によりやむを得ず開催を延期させていただく場合があります。

その際はホームページなどでご連絡いたします。 

＊詳しく(審議の内容等)はホームページをご覧下さい。 

第 7 回 加古川流域委員会の開催について 
 

● 委員からの主な発言 

加古川流域委員会 庶務 
〒541-0045 大阪市中央区道修町 1-6-7 
電話：06-6206-5444   FAX：06-6206-6025    担当：岸元（きしもと）  生嶋（いくしま）
 

ホームページからもお問い合せができます      http://www.kakoriver.jp/    

【お問い合せ窓口】 

【日 時】平成 21 年 2 月 18 日(水) 14:00～16:00 
【場 所】加古川市防災センター  2 階 大会議室 

      所在：加古川市加古川町友沢 137-1 電話：079-423-0119 
     JR 加古川駅から神姫バス「加古川西団地行き」南高校前バス停下車、西へ徒歩 6 分 

【お申し込み方法】 
 参加ご希望の方は、①氏名 ②所属 ③住所 ④電話番号を 
ご記入の上、FAX、はがきで下記あて先までお申し込みください。 
傍聴は事前申込みを基本としていますが、委員会当日にも会場にて 

受付致します。※ホームページからも申込みができます。 

【応募締め切り】2 月 13 日(金)※はがきは必着です 

合計 50 名の方の参加をいただきました。 

○最近、魚が減少してきている。加古川には多く木が生え
ており、そこにカワウが巣をつくり、魚を捕食している。掘
削する際には、魚がすみやすい川づくりをしてほしい。 

 
○ヤナギ群落を放置するといろいろな問題が出てくる。地域

を決めてローテーションで輪伐することで、ヤナギ群落の
生態系を残すことができ、大きくなりすぎることもない。そ
のぐらいの管理をしないとヤナギ群落は残せないと思う。

 
○播州大橋から水管橋の間に木の茂っている中州があった

気がする。その説明が不足していると思う。また、説明図
を低木や草だけでなく大木もイメージできるものにしてほ
しい。 

→（河川管理者による回答）空中写真をお示しし、高いヤナギが
生えているようなところも整理していきたい。 

 
○川の環境を残すことを考える際、川の歴史の中でどの時

点のどのような状態の環境を残すかを考える必要があ
る。また今の川の状況は、堰堤のつくられた時の状況と
変わっているが、今もこれらの堰堤は必要なのか。 

→（河川管理者による回答）古新堰堤と加古川堰堤の間で何カ所
か取水しています。古新堰堤がなければ、潮が上がってきま
す。 

 
○河川景観も含めて、加古川堰堤、古新堰堤を整理する

必要がある。 
 
○加古川流域に流下している土砂の量は、他の川と比べて

どの程度なのか。また、河床掘削を行った箇所は、何年く
らいで元に戻るのか資料を出してほしい。 

 
○流下している土砂の量を正確には把握できない。順応的

にどう管理していくかの議論を行ったほうがよいと思う。
データは整理してほしい。 

 
○河道の縦断の経年変化を見ることで、土砂量が過剰供

給なのか不足なのかの評価ができると思う。 
→（河川管理者による回答）河道断面の経年変化から整理の仕

方を検討する。 
 
○干潟や中州は動きながら地形が維持されるところである

べきだと思う。特に干潟は現状の地形を維持するだけで
は干潟の機能にならないと思う。戦後の空中写真で動き
や植生はあったのでしょうか。 

傍 聴 

自 由 

入場無料

委員から頂いた意見の概要をまとめました。

○干潟の変化や成長は予測できない。とりあえずつくってみ
て、それを順応的にどのように管理するかが最前線だと
思う。 

 
○加古川の干潟は近畿地方で一番価値があると思う。 
 
○干潟のヨシの中に貴重な貝類がまとまって生息している

のは、近畿地方ではここだけである。 
 
○加古川の干潟は、兵庫県で最も東に位置するまともな干

潟であり、重要な生物が多産しているため、貴重だと考え
ている。 

 
○水際植生で外来種が多く入り込んでいる部分は、掘削し

て取ってもいいと思う。ただ、ここに重要なものがあった
場合には、高水敷をそのまま残して河道の中の植生だけ
をとるというのはおかしいと思う。 

 
○闘竜灘をどう考えるかで、全体の治水計画のサイズが変

わってくる。 
→（河川管理者による回答）闘竜灘の岩盤が露呈した横の、左岸

側の高水敷を削れば、平成 16 年の実績洪水を安全に流下さ
せることができると考えている。改修の効果がイメージできるよ
うに洪水時、平水時の水位を入れて示したい。 

 
○闘竜灘周辺は、洪水時に危険性があっても、加古川の水

運にとってとても大切な場所であったため町ができた。 


